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微分方程式論 TRUSHIN IGOR

The Theory of Differential Equations 　

2 前期 水曜･２時限 3～4年

理学部第１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 微分方程式論の基礎知識が理解でき，自然科学の問題に応用で
きるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 初めに求積法のいくつかを概説し、常微分方程式の初期値問題の解の存在と一意性、また初期値に関す
る連続性を講義する。また、局所解の延長可能性についても論じる。
その後、定数/変数係数の微分方程式について説明する。その際、多少の行列の知識を用いる。

(5)授業のキーワ
ード

求積法、解の一意存在と初期値に関する連続性, 解の延長可能性, 行列の指数関数, Wronskian

(6)授業計画 以下の順で講義を行う。項目2の後で中間試験を行う。
1. 求積法
2. 常微分方程式の基礎定理
3. 定数係数線形微分方程式/系
4. 変数係数線形微分方程式/系
授業アンケートを行う。
定期試験を行う。

(7)成績評価の方
法

中間試験と期末試験

(8)成績評価の基
準

基本的な事柄が理解できていれば、「その水準にある」
参考書等の基本的な問題を解ける程度であれば、「やや上にある」
参考書等の応用問題を解ける程度であれば、「かなり上にある」
例題からは難しい問題を解ける程度であれば、「卓越している」

秀 90-100
優 80-89
良 70-79
可 60-69
不可 60未満

(9)事前事後学習
の内容

講義ノートや参考書による復習をすることが望ましい。

(10)履修上の注意 講義と演習を行なう

(11)質問,相談へ
の対応

質問等がある場合は、直接研究室へ来てください。

【教科書】 特に指定しない。

【参考書】 多数出版されているため、以下のものを例として挙げる。
笠原晧司 著, 「微分方程式の基礎」, 朝倉書店
俣野博 著, 「常微分方程式入門 --基礎から応用へ --」, 岩波書店
柳田英二, 栄伸一郎 著, 「常微分方程式論」, 朝倉書店


